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並列伝送用光送受信モジュール標準化
1． 進捗状況
単心波長多重並列伝送用光送受信モジュール、複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの整合を図りながら、昨年度までの調査及び審議結果に基づいて、JIS様式に沿った形で試験及び測定方法の案を作成した。単心について測定方法と性能標準テンプレートの2021年区分Ａ 応募 (2020年11月20日) での応募を完了。複心について2021年度B区分（2021年2月締切り）応募を予定。
●単心波長多重並列伝送用光送受信モジュール-試験及び測定方法（担当：桑原・中村）
表1　2020年度　単心波長多重並列伝送用光送受信モジュールの活動計画
	委員会
	日時
	活動計画

	第1回
	5/22(金)-27(水)メール審議
	活動計画提示

	第2回
	8/3(月)
	JIS様式への落とし込みを実施。
(章立て、規格間の重複内容の整理、参照先・引用先の精査)

	第3回
	10/8(木)
	第1次案　第２回での審議内容を反映し章立ての見直し、記載内容のマージを実施
事前調査票案の審議

	第4回
	12/17(木)
	第1次案の修正審議
= 2021年区分Ａ 応募 (2020年11月20日) =

	第5回
	1/28(木)
	第1次案の修正審議を継続

	第6回
	2/25(木)
	第2次案、年度末報告書


●複心波長多重並列伝送用光送・受信モジュール-試験及び測定方法（担当：黒部・津村）
表2　2020年度　複心波長多重並列伝送用光送・受信モジュールの活動計画
	委員会
	日時
	活動計画

	第1回
	5/22(金)-27(水)メール審議
	活動計画提示

	第2回
	8/3(月)
	・IEEE 802.3の参照範囲を決め図面を確定し、章立てを決定した。章立てはJIS化済のC5954-3と整合を取った。主要図面の修正を完了
・IEEE 802.3の波長帯、距離の異なる各規格の記載は避け、測定方法に関する内容抽出し案を作成した。
・文章の細かな言い回しや用語については未検討
・性能テンプレートについて事前調査票案を作成

	第3回
	10/8(木)
	第1次案 、アイマスク定義を追加、「測定」、「試験」の記載の見直し
事前調査票案の審議

	第4回
	12/17(木)
	第1次案の修正審議

	第5回
	1/28(木)
	第1次案の修正審議
 = 2021年区分B 応募 (2021年2月19日) =

	第6回
	2/25(木)
	第2次案、年度末報告書


3 =  - 1 + 1 \* MERGEFORMAT 
3


